


























































コーヒーはまず､ イスラム社会で用いられるようになり､ 浸透し､ その後､ ローマ教皇クレ







広辞苑によると嗜好品とは ｢栄養摂取を目的とせず､ 香味や刺激を得るための飲食物｡ 茶・
コーヒー・タバコ・酒の類｣ とある｡
現在､ 広く五大嗜好品として認知されているのは茶・コーヒー・チョコレート・酒・タバコ





















ものではなく､ かつ､ 消費量に爆発的期待をあえて持たず､ 量産態勢に移行することがない以

















1971年 (昭和46年) の輸入自由化がなされるまで､ もしくは､ 自由化されて暫く年月を経る
まで､ 紅茶は高級贈答品としてその地位を確立してきた｡ それまで輸入制限がかけられていた
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しかし､ この頃まだまだ紅茶の自国での浸透はほど遠く､ 20年余の時代を経て､ 1906年 (明
治39年) 英国からリプトン紅茶が輸入されてから上層階級に徐々にその存在が認識される様に
なった｡ だが､ 浸透度は未だ低く､ ようやく1927年 (昭和２年) 日本発の国産ブランド (現・
日東紅茶) が立ち上がるようになり､ 一般上流家庭から次第に紅茶が飲まれるようになってき
た｡ ただ､ 1971年 (昭和46年) の紅茶の輸入自由化までは高級品としてのイメージが醸し出さ
れたプロモーションが主で､ 積極的に様々なプロモートが図られるようになるのは自由化以降
である｡
現在の10代20代前半の若者に､ ｢紅茶が高級品か｣ と問うと､ ｢否｣ という答えが多く返って
くる｡ と同時に､ 紅茶というと紙パックの甘味入り紅茶系飲料をまずはイメージし､ 安価な飲
み物という感じがするという答えも数多く返ってくる｡ 一方で茶葉から入れる紅茶は ｢上流階













ひろめた｡ キャサリンの輿入れにより､ 宮廷貴族と富裕階級の生活に茶が定着し､ 高価な茶に
贅沢品の砂糖を入れて喫茶を楽しむことが一種のステイタスシンボルとなっていった｡ 1680年
にはイギリス東インド会社が中国から直接茶を輸入するようになったこともあり､ 共同統治を
した夫オレンジ公ウィリアム３世 (在位1689年～1702年) と共に､ メアリー２世 (在位1689年
～1694年) は､ 茶を一日に何度も嗜み､ 陶磁器も愛で､ 蒐集し､ その習慣はまた違った角度か
ら広く貴族達に親しまれるようになる｡ 妹のアン王女 (在位1702年～1714年) も“ブランデー・
アン”と揶揄されたりもしているが､ 毎朝の飲み物としてエールより紅茶を好んだことから紅



















が､ これでも一人当たり１日に５～６杯の紅茶を飲んでいるとなると､ やはり､ 紅茶がこの国
の代表的イメージ作りを裏付けていることの理由ともいえる実数として承認できるといえよう｡
一方､ 紅茶の年間消費量の減少は､ アメリカ式コーヒーショップの台頭による､ コーヒーの




英国が紅茶の国と評されるのと同様､ フランスはコーヒー (カフェ) の国としての認知度が
高い｡
実は紅茶はイギリスより先にフランスに伝わったのであるが､ 時代を経て､ 英国ではその植
民地で紅茶の栽培が図られ､ 王族達の後押しもあり､ 紅茶に注目が集まった｡ 一方フランスは
独占資本先のプランテーション事業でコーヒー栽培に注力した｡ フランスで紅茶は英国のそれ
のように王族の後押しがあったわけでもない｡ 政治的思惑も絡まり､ また､ 18世紀にフランス
が独占した西インド諸島産のコーヒーがイエメン産のモカより安く大量に販売され､ コーヒー





フランス最古のカフェプロコプ (現在でも営業中) は1689年開店し､ あらゆる階層が出入り























たのとは別の次元で､ つまり利財を得るための手段としての茶ではなく､ ｢茶の精神｣ を静か
ながらもじっくり取り入れ嗜んでいたと言える｡
王家とはいえ､ ブラガンザ家は欧州では新参で､ 諸国からは伝統の王室とは一線を隔されて
いた｡ ブラガンザ家が王室を築くことになったのは､ ポルトガルの正統王家が途絶え､ スペイ
ンに併合されていたところを､ ブラガンザ家が中心となり再び独立を勝ち取り王家に担ぎ上げ




















一方､ ルイ14世は太陽王として君臨し､ その勢いは留まることを知らないほどであった｡ ス




















いに受けたもので､ 素材はウォールナットが多く､ 椅子の背は透かし彫りで曲線が増え､ テー
ブルやチェストの足は鐘の形､ いわゆるベルフットや蛇腹型の貫が使われ､ 座や背は籐の張り
が増えるようになる｡ 形は女性的で､ 小型で装飾的で､ 軽快なものが多いのも特徴的である｡
アン女王の時代の様式はクイーン・アン様式とよばれ､ ウイリアム＆メアリー様式よりも彫
刻が増え､ 背板は流れるような曲線模様を描いたすかし彫りが多くなっている｡ 座面は角が丸





ネッサンス､ ロココ､ ジョージアン様式を基調とした混乱期ともいえる｡ ヴィクトリア期は大
きく三つに分けられ初期 (1837年～1850年) はルイ14世様式とルイ15世様式の混合にエリザベ
ス様式とゴシック様式が入り混じった誇張された様式が特徴といえる｡ 中期 (1851年～1875年)
はネオバロック様式やネオゴシック様式の折衷式で､ 装飾過剰な形となる｡ 後期 (1876年～
1901年) はいろいろな時代の様式が一つの家具の表面に取り付けられたことからフリールネッ
サンス様式といわれる｡ また､ スプリングの開発により､ 椅子は大きな張り包み椅子がヴィク














は象嵌を多く使い､ べっ甲と真鍮の型抜きや象嵌､ 木彫りに金箔を押す手法も用いられた｡ 椅
子類にも装飾は増え､ 曲線が多くなり､ 次第にロココ様式へと移行する｡ 続く､ ルイ15世のロ
ココ様式は宮廷やサロンで愛用され､ 貴婦人たちの社交生活に適した華やかなものになった｡
女性的な曲線主体のデザイン､ 色彩はライトグレーイッシュやクリーム系の淡いものや白地に


























































バロック ウイリアム＆メアリー様式の椅子 ロココ クイーン・アン様式の椅子 ロココ ウィングチェアー
19世紀初期ネオエリザベス様式の椅子 19世紀中期ネオゴシック様式の椅子 組み合わせ椅子
パピエ・マーシェの椅子バルーンバックチェアー会話椅子













椅子の絵はすべて 洋家具の歴史と様式 中林幸夫著 理工学社のものを引用しました
宮廷社交から現在に至る英仏両国における紅茶による社交文化様式の変遷
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